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は じ め に
満洲への本格的な日本人農業移民は，1932
年 3 月の満洲国の成立とともに開始され，まず
1935 年までに計 4 次，約 1800 戸の試験移民が
送出された。1936 年 7 月，日本政府は「二〇
ヶ年百万戸移住計画」を採用し，1937 年から
の 20 年間で 100 万戸，500 万人の農業移民を































































































































学研究所は 1941 年 8 月に閉鎖されるまでの約
2 年間，白系ロシア人や中国人の生活や栄養な











































とされ［満洲拓植公社東京支社 1939, 附録 168-




案」（注3）は［満洲拓植公社東京支社 1939, 附録 60］，
準備委員会案には添付されていない。






















































業会 1993, 3-4; 田中・今井 2006, 106］。橋本は農
学部長，次いで附属農場長を兼任し，学部およ
び主任をつとめた農林経済学科の創設期の基盤






















すでに 1931 年 9 月の満洲事変によって，







































































とづき，1940 年 2 月，開拓総局に開拓研究所
準備委員会が設置され，設立のための事務に着



































2000 万円に達し，国家予算の 5 パーセント前
後を占めていたが，1942 年度にはそのうちの
78 万 8000 円が開拓研究所予算であった［満洲
国通信社 1940, 67-68; 1941, 45-47; 1942, 43-44］。














表 1　開拓研究所所員およびその経歴（1942 年 11 月現在）
肩　書 名　前 経　歴 所　属
嘱託 特 任 官 待






師を経て，24 年京大農学部教授，学部長 2 回。独仏英米に留




総 局 技 正
（招墾処）












試 験 場 技
正， 農 産
部長
田中定夫 1892 年生，1919 年東大農学部卒，熊本県農事試験場技師，栃木
県主要食糧主任技師，高知県農務課長，千葉・山形各県農事試




総 局 技 正
（拓地処）
千種虎正 1897 年生，1924 年東大［農学部］農学科卒，三重高農教授，39















農 業 大 学
教授
久保健次 1900 年生，1925 年東大農学部卒，41 年 4 月より現職。 ―
津田守誠 1898 年生，1925 年北大農学部卒，地方農林技師大分農林試験場
勤務などを経て，満鉄農事試験場種芸科長，38 年 4 月公主嶺農





肩　書 名　前 経　歴 所　属
理事官 庶務科長 作田一 1907 年生，31 年慶大経済学部卒，関東庁属，33 年 2 月民政部
属官，次いで新京特別市総務庁兼東安省兼密山県各事務官，40





1902 年生，28 年慶大医学部卒，同助手を経て，29 年 7 月満鉄
入社，衛生研究所勤務，36 年 9 月副参事，その後地方部衛生
課，鉄道総局保健課衛生試験室主任，満鉄人事課保健係長など


















永友繁雄 1901 年生，27 年京大［農学部］農林経済学科卒，同助手，35
年 4 月同助教授，36 年 4 月満洲国転入，奉天高等農業学校教








1902 年生，27 年京大農学部農学科卒，同年 6 月農林省農事試験







総 局 技 正
（拓地処拓
地 科 長，
総 局 は 休
職扱い）
千葉進 1905 年生，30 年東大［農学部農学科］農業土木学［専修］卒，
岩手・山形各県農林技師，38 年 3 月産業部拓政司技佐，同部建









月開拓総局技佐，次いで兼開拓研究所副研究官，41 年 6 月より
















肩　書 名　前 経　歴 所　属
研究官 小西俊夫 哈爾濱分所資料室主任
1907 年生，31 年京大農学部卒，同年 4 月京都高等蚕糸学校講
















総 局 技 正
（拓地処代
理 拓 地 科
長）
木下真治 1903 年生，31 年東大農学部卒，石川県農林技手，同技師を経




浦川清雄 1907 年生，31 年京大卒，農林省農事試験場技手，宮城・秋田各










総 局 技 佐
（招墾処，





部殖民課技手を経て，39 年 3 月開拓総局招墾処技佐。
住所：新京市
新京
最上章 1909 年生，33 年九大［農学部］農芸化学科卒，九大農学部副
手，34 年 12 月実業部雇員，調査部勤務，次いで産業部拓政司





坂本四郎 1907 年生，33 年京大農学部卒，農林省経済更正部嘱託，積雪地
方農村経済調査所勤務，38 年 11 月地方農林主事，静岡県経済









小山内懋 1908 年生，32 年九大［農学部］農学科卒，九大農学部副手，同
助手を経て，37 年 8 月より産業部拓政司監理科技士，開拓総局






濱 工 業 大
学教授
今井光雄 1908 年生，33 年東工大建築学科卒，同大建築材料研究所助手，
東京高工附属工学校講師を経て，39 年 4 月哈爾濱工大助教授，










総 局 技 佐
（招墾処）
紙屋重治 1909 年生，33 年京大［農学部］農林経済学科卒，新潟県農林技





総 局 技 佐
（拓地処）

















阿部楯男 1901 年生，大分県立農林卒。40 年 6 月開拓研究所研究士，42
年 9 月より現職。43 年 3 月開拓総局土地処技佐。
新京
第四部
































































を行っていた［満洲国立開拓研究所 1944; 坂本 
1965, 758］（図 1）。
1940 年 9 月に哈爾濱，黒河，41 年 7 月に佳





な体制が整ったのは，1941 年から 42 年頃にか
けてである（注9）。上述のように，本所，分所の
施設や附属農場も設立後，徐々に整備されてい









































































これは 1936 年 9 月，調聯に農家経済調査分科
会が設置されたとき，当時，奉天農大教授だっ
た永友繁雄が移植した京大式簿記の満洲版とさ
























究所報告」第 1～4 号（1941～43 年），「中間的
な研究報告や小論，生の資料等」［早川 1941, 
142］を掲載した彙報（『大陸開拓』第 1～9 輯，






















今井光雄 1941.8 ― 第五部
2 満洲の農業経営立地
に関する研究
永友繁雄 1941.12 ― 第一部
3 ペーチカの煙道形式
に関する研究










































































































































































1942.9 ― 三江省樺川県弥栄村 （第一部）調査委嘱
21 耐火木造農家 マクシモフ




















家 経 済 調 査： 弥 栄















最上章 1943.3 北海道，樺太 第四部
25【秘】灌漑水温に就て
（予報）
横田柏男 1943.7 ― 第三部
26【秘】満洲開拓地土壌
調査（第 2 報）













































































33 篤農家座談会速記録 小西俊夫 1944.12 ― 第二部
開拓研究所指導資料




3 馬鈴薯の食べ方 1942.5 ― （第五部）
4 土坯子温床のつくり方 1942.6 ― （第四部）
5 玉蜀黍の食べ方 1942.6 ― （第五部）
6 水稲種子の催芽法 1942.6 ― （第四部）











11 凍結馬鈴薯の食べ方 杉野よしの 1944.5 ― （第五部）






論　題 著　者 頁 調査地 担　当 備　考
第 1 輯（1941〈康徳 8〉年 9 月 30 日）
発刊の辞 橋本傳左衛門 ― （所長）
満洲の農業経営 永友繁雄 6-14 ― 第一部





















三河の旅から 草島文太郎 114-121 黒河省三河 第二部




第 2 輯（1942〈康徳 9〉年 3 月 15 日）
満洲国に於ける拓地事業の要点 千種虎正 4-8 ― 第三部
北満開拓農業と馬鈴薯 永友繁雄 9-13 ― 第一部
青年義勇隊鉄驪訓練所及び其近接
地区に於ける水質検査成績












北方への関心 飯島連次郎 42-53 黒河省 　―
米国農業の悲哀と在留同胞 若林捨一 55-62 ― 第四部
部落に就て 早川潔 63-71 ― 第二部
新刊紹介 72-78





















羅錫勝 94-110 哈爾濱市顧郷屯 第一部
資料：露文蔵書目録（1） 資料室 111-113
編輯後記 114


















































第 4 輯（1942〈康徳 9〉年 12 月 31 日）
在満日本人の冬季室内快適温度に
関する考察













ソ連の文献に見る室内最適温度 ― 59 ― ―
開拓博物館に関する構想 小西俊夫 60-63 ― 第二部
洪水利用による肥培灌漑に就て 横田柏男 64-69 ― 第三部






























第 5 輯（1943〈康徳 10〉年 4 月 20 日）
アルカリ地帯に於ける土壌の乾湿
と植物の生態







江州特殊生糸の生産配給組織（一） 小西俊夫 25-55 ― 第二部





































工藤澄志 29-39 黒河省 第四部
江州特殊生糸の生産配給組織（二） 小西俊夫 40-53 ― 第二部



























































微衷（短歌） 天野耿彦 70-73 ― ―

















































田口正信 9-27 ― 第一部




































満洲開拓衛生文献目録 第五部 138-142 ― 第五部
開拓研究所便り 143
編輯後記 144













田 広 辰， 趙 興
智，香川隆一に
よる
開拓村建設の一構想 永友繁雄 45-52 ― 第一部
開拓村農業経営の特徴に就いて 坂本四郎 53-69 ― 第一部





































参加し（1943 年 5～6 月），土地改良研究懇談会






















































『 農 家 経 済 簿 記 』（1938 年 ） に よ っ た［ 大 槻
1938］。しかし，「調査農家の記帳不慣」などに
よって，「集計取纏をなし得た農家」はいずれ































































































































た［高倉 1943; 鈴木・小倉 1943; 阿部 1943; 下村・





























































お わ り に
満洲国の崩壊によって，開拓研究所も実質的
に廃止となった。所員は「苦難多き一ヶ年を現










などに就職を斡旋している［坂本 1987, 118-120; 






















































して創刊された［橋本 1973, 439-443］。第 3 巻第
3 号（1936 年）では「満洲農業移民の実際を聞
く」という特集が組まれている。
（注 6）1943 年 11 月，新発路に移転する［満
洲国立開拓研究所 1944, 2］。
（注 7）勅令第 176 号「開拓研究所官制」『政府
















（注 11）中村は，1890 年生，1915 年東大［農
科］農学科卒業後，農商務省農務局嘱託などを
経て，1932 年拓務技師，1937 年満拓公社理事，




調聯は 1936 年 3 月に設立された在満各研究機関
の連絡組織である。
（注 13）永友は，大槻正男と共著で「農家経済
簿 記 」 を 発 表 し［ 大 槻・ 永 友 1935a; 1935b; 




















































































































































































































































































満洲国通信社 1940．『満洲開拓年鑑　康徳 7 年・
昭和 15 年版』（『満洲移民関係資料集成』31，
不二出版，1992 年復刻）．
― 1941．『満洲開拓年鑑　康徳 8 年・昭和 16
年版』（『満洲移民関係資料集成』32，不二出版，
1992 年復刻）．















満蒙資料協会編 1941．『康徳 9 年・民国 31 年版　
満華職員録』満蒙資料協会（『日本人物情報大










































Research Activities of National Research Institute 
for Cultivation, Manchukuo
Akiko Ozu
This paper explores the organization and research activities of the National Research Institute 
for Cultivation, Manchukuo. It was established at Shinkyo, Manchuria, in June 1940 to research 
agricultural economies, building of rural societies, land use and development, agricultural 
techniques, and the life and culture of Japanese immigrants in Manchuria. In this paper, I clarify 
the establishment of the Research Institute for Cultivation and its research activities, with 
particular reference to field studies, which were the institute’s main research activity. The National 
Research Institute for Cultivation, Manchukuo was expected to support the cultivation policy of 
Manchukuo. Some staff at the institute were from the Directorate General of Cultivation. The first 
director of the Research Institute for Cultivation, Denzaemon Hashimoto had a large influence on 
the researchers. The researchers performed surveys of agricultural households by using the 
“Bookkeeping System for Family Farms”, and the survey methods were used in research by 
Chinese staff. The National Research Institute for Cultivation, Manchukuo functioned not only as 
a research institute for national policy, but also as a place for putting the agricultural economics of 
Kyoto University into practice.
